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○ 令和７年度秋季県北地区一次予選①・・・８月

先制したい太田一高でしたが、３回裏、先
頭の大和田がセンター前で口火を切ると、相
手の守備の乱れと、荷見の右中間２塁打、竹
林のセンターへの３塁打などで一気に５点を
奪います。

2025  AUTUMN !

８月19・22日、ひたちなか市民球場において秋季県北地区高校野球一次予選が行われまし
た。太田一高は初戦、磯原郷英高校と対戦し９-0で勝利し、準々決勝（代表決定戦）に駒を
進めました。

【2回戦】 磯原郷英 ０ ００ ００ ０ ０ ０

太田一高 ０ ０５ ０ ３１ × ９ （７回コールド）

太田一高 ９－０ 磯原郷英

主導権を握った太田一高は、５回にも１番砂川の内
野安打、２番四倉のレフト前、さらにこの日大暴れ
の３番荷見がレフトオーバーの３塁打、そして４番
酒井がライト前へダメを押し、３点追加で8-0とな
ります。続く６回にも砂川のレフトへの２塁打を荷
見がセンター前で返して9-0。

先発のエース番号を背負った酒井は、６回を散発3安打無失点で抑え、リリーフした卜部も７回を無
失点で抑え、７回コールド9-0で準々決勝（代表決定戦）に駒を進めました。



残念ながら、この試合では県大会出場を決めらませんでしたが、わずかな時間でしっかりと反省点を生
かし、二次予選で巻き返しを狙います。

茨城県立太田第一高等学校野球部 ５

○ 令和７年度秋季県北地区一次予選②・・・８月

2025  AUTUMN !

８月２2日、ひたちなか市民球場において県北地区一次次予選の準々決勝が行われました。この試合
は県北地区の代表決定戦でもありましたが、太田一高は残ながら明秀日立高に3-13で敗れ、この試合
では県大会出場を決められず、二次予選で巻き返しを狙います。

【準々決勝 代表決定戦】 太田一高 ３０ ０ ００ ０ ３

                                                明秀日立 ００ 10   ００ ３× １３（６回コールド）

太田一高 ３－１３ 明秀日立

初回、シード明秀日立に対し、先攻の太田一高が見事な攻撃を畳みかけます。２番砂川がきれいにレフト
前へ弾き返すと、３番竹林がセンターへ、４番酒井のレフト前への３連打で１点先制すると、さらに続く５
番の松本が４連打となる右中間への２塁打で２点目。さらに残ったランナーが大和田の内野ゴロの間に還っ
て３点目。一気に３点を奪います。

しかし、２回以降相手2番手投手を捉えることができず、卜部が２打数２安打と一人気を吐きますが、後が
続かず追加点を挙げることができません。

先発マウンドに立った１年井上でしたが初回、
２回と無失点に抑えるも、打者一巡すると相手打
線につかまり、酒井、柏の3人でリレーしますが
猛攻を止められずこの回一気に10失点。６回には
４人目卜部も集中打を浴びて３失点、結局3-13の
コールドで敗退しました。
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